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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論　　文　　内　　容　　の　　要　　旨

　本論文は，泥質軟岩基盤上に原子力発電所等の重要構造物を建設する場合，基盤の工学的牲匠を岩石力学に基づいて精緻

に把握する技術を開発するとともに，建設域の岩石物理モデルを物理探査や物理計側データを用いて合理的に決定する方法

についての基本研究成果を取りまとめたものであって，７章からなっている

　第１章は序論であり，軟岩工学研究の現状及び泥質軟岩の工学的牲匠研究を概括し，泥質軟岩の建設工事における問題点

と工学的対応に関する技術的背景について述べている｡

　第２章では，軟岩の特徴とその位置づけを明確にするために，岩盤分類の現状を概観し，最近成立した国際規格

IＳ０14689－200３（岩の判別と記載）や岩盤の工学的分類方法の国内基準ＪＧS 3811－200４に基づいて，岩盤の工学的特徴によ

る区分の重要性を指拙している。次に，堆栓匠・火山性・風化による３つの特徴的な軟岩の成因とその分布について述べ,
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は，最新の研究成果に基づくもので，現実の泥質岩盤物性の特徴を説明することができると考えられ，今後の研究の方向を

示している。

　第７章は結論であり，本論文で得られた成果について要約するとともに，重要構造物基盤としての泥質軟岩に対する工学

的対処の方法について提言している。

論文審査の結果の要
1ご，

日

　本論文は，泥質軟岩基盤上に原子力発電所等の重要構造物を建設する場合，基盤の工学的物匪を岩石力学に基づいて精緻

に把握する技術を開発するとともに，建設域の岩石物理モデルを物理探査や物理計測データを用いて合理的に決定する方法

に関する研究成果を取りまとめたものである。その主な成果は以下の通りである。

①　泥質軟岩の岩盤の工学的分類上での位置づけを明確にし，泥質軟岩の工学的な特質について明らかにするとともに総合

　　的な物性評価法を確立した。

②　泥質軟岩の強度・変形物匪が有効応力で説明できること，さらに拘束圧依存性，ひずみ速度依存性，排水条件への依存

　　性，さらには時間依存性が強いことを明らかにし，重要構造物の安定性を確証するには，事象を明確にした多面的な検

　　討に基づいた総合的な解釈と合理的な解析が不可欠であることを立証した。

（3）原位置及び室内試験から得られる力学物匪は，岩盤内応力により生じるひずみレペルに依存していることを実験的に明

　　らかにし，さらに，時間依存性及び上載荷重の影響をも加味した非線形安定性評価の重要性を提示した。

（4）岩石作匪は，弾性波速度等の物理探査・物理計測値を用いた岩石物理モデルで表現できることを確認し，要素としての

　　岩石物性モデルから岩盤のマクロなモデルヘのアップグレードの考え方を示した。

　このように，本論文は重要構造物基盤としての泥質軟岩の詳細な物匪把握技術の開発とその力学的評価法を構築し，さら

に最新の岩石物理モデルに基づく基盤安定性評価に関わる技術の向上に貢献するとともに，軟岩工学分野の発展に大きく寄

与するものである。また，その成果は原子力施設などの重要構造物の長期安定性と耐震安全性向上に資するものである。

　よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また，平成19年２月19日，論文内容とそれに関

連した事項について試問を行った結果，合格と認めた。
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